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広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号２
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▲世喜小学校への思いを込めた風船を片手に、集合写真
（写真提供：日本写真家協会員　黒澤富雄）　　　　

▲統合する大宮小学校との交流学習

�����

▲みんなで力を合わせて頑張りました

������

▲新入生歓迎　花見遠足 ▲せき小秋まつり

��������	
��

�������

　平成２５年３月をもって、大場小学校と世喜小学校が長い歴史に幕を閉じ、４月から大場
小学校は大宮西小学校に、世喜小学校は大宮小学校にそれぞれ統合され、新たな歩みを始
めます。
　今回、両校の閉校事業について紹介します。



広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号３

� � � �� � � �� � � �
�� � � � ��

▲校長先生、教頭先生をはじめ先生方も一緒に集合写真 ▲統合する大宮西小学校との交流事業

�����

▲地域の方も力が入ります

������

▲ふれあい歩く会 ▲ふれあい秋まつり
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号４

に
は
、
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
を
絶
え
ず
情

報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
を
絶

え
ず
創
造
し
、
そ
の
魅
力
を
道
の
駅
の
利

活
用
を
通
じ
て
体
感
で
き
る
場
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
整
備
コ
ン
セ

プ
ト
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

﹇
基
本
方
針
﹈

◆
常
陸
大
宮
ブ
ラ
ン
ド
創
造
の
場
づ
く
り

　

常
陸
大
宮
ブ
ラ
ン
ド
創
造
の
た
め
、

  ※
１

６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
地
場
産
品
の

地
産
地
消
の
場
や
、利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
う
※
２

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の

役
割
も
担
う
、地
場
産
品
を
活
用
し
た
新
商

品
製
造
・
販
売
の
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

※
１
農
林
漁
業
生
産
と
加
工
・
販
売
の
一
体
化

や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
の

創
出
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動

※
２
消
費
者
の
反
応
を
調
査
し
て
商
品
開
発
に

役
立
て
る
、
新
製
品
な
ど
を
試
験
的
に
販
売

す
る
店

◆
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
場
づ
く
り

　

久
慈
川
や
そ
こ
に
広
が
る
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
、
四
季
を
通
じ
て
常
陸
大
宮
市

の
魅
力
を
体
感
で
き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く

り
に
つ
な
が
る
、
居
心
地
の
良
い
場
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

会
（
小
原
規
宏
委
員
長
ほ
か　

人
）
を
設

１９

置
し
、
同
委
員
会
は
平
成　

年
８
月
か
ら

２４

調
査
・
検
討
を
重
ね
、
平
成　

年
１
月
に

２５

「
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
基
本
構
想
（
案
）」

を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。（
左
写
真
）

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
市
は
平
成　

年
２

２５

月
に
「
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
基
本
構
想
」

を
決
定
し
ま
し
た
。

�
�
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�
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道
の
駅
基
本
構
想
と
は
、
道
の
駅
を
整

備
す
る
た
め
の
考
え
方
や
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
、
目
的
、
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
、

導
入
機
能
・
施
設
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
基

本
計
画
を
策
定
し
、
整
備
す
る
内
容
の
具

体
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

以
降
、
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
基
本
構
想

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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�
�
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常
陸
大
宮
市
と
し
て
の
魅
力
や
情
報
を

一
元
的
に
取
り
扱
い
発
信
す
る
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
た
め
の
場
と
し
て
、

「
休
憩
施
設
」「
情
報
発
信
施
設
」「
地
域

振
興
施
設
」、
さ
ら
に
は
災
害
時
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
併
せ
持
つ
「
道
の

駅
」
を
新
た
に
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
は
一

つ
一
つ
の
目
的
地
が
独
立
し
て
い
た「
点
」

か
ら
、
地
域
全
体
と
い
っ
た
「
面
」
へ
の

広
が
り
を
育
む
こ
と
で
、
市
の
将
来
像
で

あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・

快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

道
の
駅
基
本
構
想

道
の
駅
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た

道
の
駅
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

常
陸
大
宮
市

▲左から三次市長、柏副委員長、
　小原委員長
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道
路
利
用
者
の
た
め
の
「
休
憩
機
能
」、

道
路
利
用
者
や
地
域
の
方
々
の
た
め
の

「
情
報
発
信
機
能
」、
そ
し
て
「
道
の
駅
」
を

き
っ
か
け
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行

う
た
め
の
「
地
域
連
携
機
能
」
の
３
つ
の
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
が
「
道
の
駅
」
で
す
。

　

現
在
、
全
国
で
「
道
の
駅
」
が
設
置
さ
れ
、

平
成　

年
９
月　

日
現
在
９
９
６
カ
所
登

２４

１４

録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
茨
城
県
内
９
カ
所
）

　

常
陸
大
宮
市
で
は
国
道
１
１
８
号
沿
線

へ
道
の
駅
を
整
備
す
る
た
め
、
そ
の
候
補

地
の
選
定
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
常

陸
大
宮
市
道
の
駅
候
補
地
選
定
委
員
会

（
小
原
規
宏
委
員
長
ほ
か
８
人
）
を
設
置

し
、
平
成　

年
７
月
、
同
委
員
会
か
ら
の

２４

報
告
を
受
け
、
岩
崎
地
区
に
道
の
駅
を
整

備
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
道
の
駅
整
備
の

根
幹
と
な
る
基
本
構
想
を
策
定
す
る
た

め
、
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
整
備
検
討
委
員
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号５

◆
常
陸
大
宮
市
の
情
報
発
信
と

交
流
の
場
づ
く
り

　
「
里
山
」に
住
む
人
々
の
知
恵
や
技
を
後

世
に
伝
え
る
と
い
う
自
信
と
と
も
に
、
常

陸
大
宮
市
の
魅
力
を
誇
り
を
も
っ
て
情
報

発
信
す
る
た
め
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
交
流
や
安
全
・
安
心
に
寄
与

す
る
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
の
目
的
や
整
備
コ
ン
セ
プ

ト
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
機
能
を
導
入
し
ま
す
。
併
せ
て
今

後
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
具
体
的
な
検

討
を
行
う
導
入
施
設
を
整
理
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１　

休
憩
機
能

①　

時
間
利
用
可
能
な
清
潔
な
ト
イ
レ

２４
②
誰
も
が
停
め
や
す
い
十
分
な
規
模
の
駐

車
場

③
気
軽
に
休
む
こ
と
が
で
き
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス

２　

情
報
発
信
機
能

①
地
域
・
観
光
情
報
を
は
じ
め
、
多
様
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設

３　

地
域
連
携
機
能

①
飲
食
・
直
売
施
設

②
常
陸
大
宮
ブ
ラ
ン
ド
創
造
機
能
（
６
次

産
業
化
機
能
）

●
地
場
産
品
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
、

地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理
を
提
供

で
き
る
飲
食
施
設

●
地
場
産
品
を
活
用
し
た
加
工
品
の
製

造
・
販
売
施
設

●
飲
食
・
加
工
施
設
、
直
売
所
な
ど
で
使

用
・
販
売
す
る
農
産
物
の
栽
培
施
設

③
交
流
体
験
機
能

●
農
業
体
験
（
栽
培
・
収
穫
）
や
四
季

を
通
じ
て
人
々
が
憩
い
、
自
然
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設

●
人
々
が
気
軽
に
久
慈
川
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
施
設

●
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
で
き
る
広
場

●
料
理
、
郷
土
工
芸
の
製
作
体
験
が
で

き
る
施
設

●
気
軽
に
利
用
で
き
る
多
目
的
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

４　

そ
の
他
機
能

①
環
境
保
全
機
能

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電

施
設

●
電
気
自
動
車
の
充
電
の
た
め
の
施
設

②
防
災
拠
点
機
能

●
避
難
場
所
と
し
て
利
用
の
際
に
必
要

な
備
品
保
管
施
設

●
災
害
時
、
水
、
燃
料
、
電
気
、
ト
イ

レ
等
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の

設
備

③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入

１　

整
備
主
体
及
び
整
備
手
法

　

道
の
駅
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、
道

の
駅
を
構
成
す
る
施
設
を
す
べ
て
設
置
者

が
整
備
を
行
う
「
単
独
型
」
と
駐
車
場
・

ト
イ
レ
・
情
報
発
信
施
設
の
一
部
を
道
路

管
理
者
が
整
備
し
、
そ
の
他
を
設
置
者
が

整
備
を
行
う
「
一
体
型
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、「
一
体

型
」
で
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
関
係
機

関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

管
理
運
営
手
法

　

管
理
運
営
手
法
に
つ
い
て
は
、
市
が
直

接
管
理
す
る
方
法
（
公
設
公
営
）
と
市
が

施
設
を
整
備
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の
も

と
民
間
団
体
等
が
運
営
す
る
方
法
（
公
設

民
営
）
が
あ
り
ま
す
。
道
の
駅
は
、
公
益

事
業
と
収
益
事
業
の
両
面
を
持
つ
施
設
で

あ
り
、
収
益
事
業
に
お
い
て
は
採
算
性
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が
期
待
で
き
る

公
設
民
営
方
式
に
よ
る
管
理
運
営
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

道
の
駅
が
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
何

度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
、
利
用
さ
れ
続

け
る
魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
た
め
に
は
、

施
設
整
備
の
ほ
か
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
必

要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
次
の
点
に
つ

い
て
、そ
の
具
体
化
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

・
地
域
住
民
の
参
画
・
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
の
展
開

・
周
辺
地
域
と
の
連
携
や
多
様
な
団
体
・

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
道
の
駅
の
魅
力

向
上

・
持
続
的
に
発
展
す
る
道
の
駅
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
■

　

商
工
観
光
課　

道
の
駅
整
備
推
進
室

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
２
７
３

５２

■道の駅導入機能

■道の駅整備コンセプト

常陸大宮ブランド
創造の場づくり

常陸大宮市の情報発信
と交流の場づくり

常陸大宮市の魅力を
体感できる場づくり

【休憩機能】

【その他機能】　①環境保全機能　②防災拠点機能　③ユニバーサルデザイン

【情報発信機能】 【地域連携機能】

常陸大宮市の魅力を常陸大宮市の魅力を
創造・体感・発信するための場づくり創造・体感・発信するための場づくり

常陸大宮市の魅力を
創造・体感・発信するための場づくり
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号６

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
安
全
講
習
会

　

１
月　

日
、
水
戸
市
の
ホ
テ
ル
に
お
い

３０

て
、
救
急
搬
送
に
係
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
安

全
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習

会
は
茨
城
県
、
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
が
主
催
し
た
も
の

で
、
県
内
医
療
機
関
、
県
内
消
防
本
部
、

自
衛
隊
等
各
関
係
機
関
か
ら
約
１
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ァ
ク
タ
ー
研
究
所
教
育
研
究
室
長
の
塚

原
利
夫
先
生
の
講
義
の
後
、
安
全
運
航
に

関
す
る
課
題
等
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
各
関
係
機
関
か
ら
活
発
な
意

見
や
提
案
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
治
療
開
始
ま
で
の

時
間
や
医
療
機
関
へ
の
搬
送
時
間
を
短
縮

し
、
患
者
を
救
命
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
管
内
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

要
請
は
、
運
用
開
始
２
年
半
で
約
１
８
０

件
と
な
り
、
重
症
度
や
緊
急
性
の
高
い
患

者
の
搬
送
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発
着
時
に
は
激
し

い
風
が
巻
き
起
こ
り
、
土
埃
等
が
舞
い
、

近
隣
関
係
者
に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
も
発
生
し
ま
す
が
、
人
命
救
助
活
動
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　高度化・多様化する市民ニーズ、緊急課題等に対して、市民サービスの低下を招くことなく迅速に対応するた
め、組織強化や効率的な事務の推進を図る観点から、次のとおり行政組織機構の一部見直しを行いました。

�������	��
����

　市全体の未収金対策の一環として、市税部門の収納体制を強化する必要があり、徴収推進室を新設します。

�������	

　平成２４年１２月議会において、市営牧場の設置及び管理に関する条例の廃止が議決されたことにより、市営牧場
を廃止します。

�������	
�������
�����

　簡易水道事業と上水道事業の統合を平成２８年度に控え、統合に向けた効率的な事務を推進する必要があること
から、庶務第一グループと庶務第二グループを統合し、総務グループを設置します。

■問い合わせ■　総務課　行政改革推進室　�５２�１１１１　（内線３２１）

平成 25 年度行政組織機構の
　　　　　　　　　　一部見直しについて
平成 25 年度行政組織機構の
　　　　　　　　　　一部見直しについて
平成 25 年度行政組織機構の
　　　　　　　　　　一部見直しについて
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上
大
賀
区
が

　

生
活
環
境
部
長
奨
励
賞
を
受
賞

　

先
日
行
わ
れ
た
、
茨
城
県
集
団
回
収
優

良
団
体
表
彰
式
で
上
大
賀
区
（
稲
葉
庸
治

郎
区
長
）
が
、
生
活
環
境
部
長
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
区
は
、
平
成　

年
度

２２

か
ら
区
民
全
員
で
ご
み
の
集
団
回
収
に
取

り
組
み
、
適
切
な
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

向
上
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

 

敬
称
略

■
い
ば
ら
き
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

◎
生
育
部
門
（
家
庭
の
部
）

　
　

優
秀
賞　

石
川 
和  
東  
洋 
（
北
町
）

か
ず 
と 

よ

　
　
　
　
　
　

木
村　

秀
子
（
東
野
）

　
　

佳　

作　

岸　
　
　

馨
（
国
長
）

■
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
２

 

事
業
所
部
門

　

◎
省
エ
ネ
節
電
部
門　

　
　

優
秀
賞　
（
有
）茅
根
電
設
工
業

医
療
功
労
賞

　

２
月
６
日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療

に
貢
献
さ
れ
た
人
を
た
た
え
る
「
第　

回
４１

医
療
功
労
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

高
村
外
科
医
院
の�
村
善
郎
院
長（
山
方
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
�
村
さ
ん
は
医
師
歴　

年
。
昭
和　

年

６２

３７

民
間
自
治
功
労
者
表
彰

　

２
月
７
日
、
河
野
達
之
さ
ん
（
上
大
賀
）

が
、
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
茨
城
県
市

長
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
平
成　

年
に
旧
大
宮
町

１４

上
大
賀
区
長
に
就
任
し
て
以
来
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
の

２０

４
年
間
、
常
陸
大
宮
市
区
長
会
の
会
長
と

し
て
、
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
市
全
体

の
発
展
と
社
会
福
祉
増
進
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
、

１７

国
際
交
流
協
会
会
長
と
し
て
、
国
際
的
感

覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
、
国
際
的
視
野

に
立
っ
た
地
域
づ
く
り
及
び
国
際
親
善
に

寄
与
し
、
会
の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
に

　
　
　
　
　

 

茨
城
県
よ
り
表
彰

　

平
成　

年
度
に
茨
城
県
で
実
施
さ
れ
た

２４

「
い
ば
ら
き
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」、「
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

１
２
」
で
入
賞
さ
れ
た
市
内
の
方
々
を
紹

介
し
ま
す
。

に
開
業
し
て
以
来
、
ど
ん
な
に
遅
い
時
間

で
も
、
遠
方
の
場
所
で
も
往
診
に
行
き
、

地
域
の
医
療
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
常
に

患
者
の
こ
と
を
考
え
る
そ
の
姿
勢
と
、
懇

切
丁
寧
な
診
療
で
地
域
住
民
か
ら
厚
く
信

頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
科
教
育
優
秀
校
に
第
二
中

　

２
月　

日
、
県
教
育
委
員
会
教
育
長
か

１３

ら
推
薦
さ
れ
た
県
内
小
中
学
校
の
６
つ
の

理
科
教
育
優
秀
校
に
、
幡
谷
教
育
振
興
財

団
賞
と
し
て
理
科
教
育
助
成
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
市
内
で
は
第
二
中
学
校
（�
本

勇
夫
校
長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
環
境
を
題
材
に
し
た
学
習
活
動

や
問
題
解
決
型
の
授
業
づ
く
り
、
授
業
研

究
会
の
実
施
、
実
験
・
実
技
研
修
会
の
運

営
等
、
市
の
理
科
教
育
推
進
の
中
核
を
担

い
、
特
に
科
学
研
究
作
品
展
及
び
発
明
工

夫
展
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
全
校

生
徒
を
対
象
に
作
成
の
た
め
の
研
修
会
を

実
施
し
て
作
品
展
に
参
加
し
て
い
る
点
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲贈呈式に出席した�本校長（右から３番目）

▲�村さん（前列左から３番目）

▲受賞報告のため市役所を訪問
（左から寺門副区長、稲葉区長、三次市長、河野班長）
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記
者
会
見
を
実
施

　

２
月　

日
、
市
は
平
成　

年
度
当
初
予

１３

２５

算
案
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。
記
者
会
見
を
行
う
の
は
、
初
め
て
の

こ
と
で
、
今
後
、
市
の
施
策
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
２
回
目
の

　
　
　
　

 

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
主
催
の

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」
が
、

県
内
の
企
業
、
団
体
、
官
公
庁
等
へ
の
通

勤
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
県
内
一
斉
取
り
組
み
日
の

２
月　

日
に
実
施
。
日
頃
、
車
で
通
勤
し

１５

て
い
る
職
員
が
、
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
出
勤
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
公
共
交

通
機
関
の
維
持
確
保
や
地
球
温
暖
化
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

移
動
市
長
室
開
設

　

２
月　

日
・　

日
・　

日
に
、
移
動
市

１９

２１

２２

長
室
を
市
内
５
地
域
で
開
設
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
移
動

２０

市
長
室
は
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
　

日
は
山
方
・
美
和
地
域
、　

日
は
緒

１９

２１

川
・
御
前
山
地
域
、
最
終
日
の　

日
は
、

２２

大
宮
地
域
で
行
わ
れ
、
市
民
の
方
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

敬称略
〈図書情報館へ〉
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 旧  橋 　猛　
ふる はし

旧橋猛写真集「心の豊かさ　強い絆」
　　　　　　　　No.1、No.2　各１冊

▲美和総合支所にて
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音
楽
の
祭
典

　

２
月　

日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
文
化

２３

ホ
ー
ル
で
市
内
の
中
学
校
７
校
と
高
等
学

校
２
校
が
参
加
し
、
今
回
で
５
回
目
と
な

M
usic

Festival

る
「 
             
〜
音
楽
万
歳
〜
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
は
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

▲講師の県立小川高等学
校長の横須賀義章先生

防
災
訓
練
を
実
施

演
奏
と
中
学
校
の
合
唱
、
第
２
部
は
中
学

校
に
よ
る
合
同
演
奏
そ
し
て
合
唱
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
合
同
演
奏
で
は
講
師
の
横

須
賀
義
章
先
生
が
指
揮
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
高
生
の
心
を
一
つ
に
し
た
演
奏
に
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

２
月　

日
、御
前
山
小
学
校
を
会
場
に
、

２４

市
内
の
防
災
関
係
機
関
、
消
防
団
員
、
学

校
及
び
地
域
住
民
等
合
わ
せ
て
約
７
６
０

人
が
参
加
し
、
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災
と
同
規

模
の
震
度
６
強
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲応急処置訓練

▲起震車訓練

教
育
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
よ
り
教
育
委
員
の
根
本
淳

子
さ
ん
（
山
方
）
と�
沢
た
か
江
さ
ん

（
小
田
野
）
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
２
月　
２３

日
付
け
で
菊
池
泰
弘
さ
ん
（
照
田
）、
星
野

幸
子
さ
ん
（
鷹
巣
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。▲左から菊池さん、星野さん



広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号１０

　

３
月　

日
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
あ
る
営
み
を
伝
え
る
「
常
陸
大
宮
市
及
び
周
辺
地
域
の

１２

和
紙
生
産
用
具
と
製
品
」
が
、
茨
城
県
初
と
な
る
国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
用
具
の
使
い
方
を
示
す
昭
和　

年
頃
の
写
真
と
と
も
に
、
そ
の
一
部

４０

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

楮の栽培・加工および紙漉きに使った主な用具と製品

表皮取り用具
ヒタシオケ
ヒョヒトリダイ
コボウチョウ

楮を打つ用具
ブヂイタ　   ブヂボウ　   ビーター

楮のごみ（ちり）取り作業
で使用する用具
サーシボウ　   カマコンコ
エンザ　   ショウケイ

楮を切断する用具
オシギリ

楮を蒸す用具
コシキ　   コシマキ
マキハタ　   スノコ
コオズガマ　   ムシロ

8
9
10

1

2 3
4 5
6 7

11 12
13 1415 1716

１

２

２

３

３

４

５

６

７

８

９

10

9

10

11

11

12

13 14

1516

17

タガ（ケタ）

紙を漉く時に使用
する用具

和
紙
生
産
用
具

用　具　名用　　途

スネギリガマ・ナタガマ楮を収穫する用具

楮
栽
培
・
加
工
用
具

テフロ　※手を温める用具オシギリ楮を切断する用具

ウス・キネ ※ネリ打砕用具コオズガマ（オオガマ）

楮を蒸す用具
オケ・テオケコシキ

コシブクロコシマキ・マキハタ

イシウス・イシウスダイ・
ネリスリバチ・スリコギ
※米擂り用具

スノコ

ヒョヒトリダイ

表皮取り用具 コボウチョウ

 紙  床 の台
し と

ヒタシオケ

ジョウギショイバシゴ
白楮の水浸けに使
う運搬具

和
紙
生
産
用
具

紙床の敷物ショイオケ

紙の間に挟む草の茎カツギボウ

キリン湿紙を脱水する用
具

コオズガマ
白楮を煮るのに使
用する用具

重石カンマシボウ

カミイタ

紙の乾燥に使用す
る用具

ヘエカキボウ

脱水した紙を置く台ショウケイ
楮のごみ（ちり）
取り作業で使用す
る用具

ウマ　※カミイタを置く台サーシボウ

ハケエンザ

カミキリダイ

紙を裁断する用具

カマコンコ　※手あぶり

ジョウギバン（カタイタ）ブヂイタ

楮を打つ用具 カミキリホウチョウブヂボウ

トイシビーター

各種手漉き和紙
製品　その他

フネ紙を漉く時に使用
する用具 紙漉工場看板マンガ　※馬鍬状の攪拌具



広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号１１

　

登
録
文
化
財
と
は
「
厳
選
し
た
指
定

�
�

文

化
財
よ
り
緩
や
か
な
規
制
の
も
と
で
保
護

の
網
を
か
け
る
も
の
」
で
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
市
に
は
国
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、そ
れ
は
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
、

誇
れ
る
歴
史
や
文
化
が
な
か
っ
た
か
ら
で

は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
、
身
近
過
ぎ
て

そ
の
価
値
に
気
付
か
な
い
こ
と
に
も
一
因

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
皆
さ
ん
に
紙
漉
き
に
関
連
す

る
用
具
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
資
料
館
が
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
調
査
・
収
集
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
文
化
財

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
古
代
か
ら
続
い
て
来
た
紙
漉
き

の
伝
統
は
、
私
た
ち
の
日
常
か
ら
遠
い
存

在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
資
料
を
種
類
・
数
量
と
も
に
、
よ

り
充
実
さ
せ
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
、
地

域
の
誇
り
と
な
る
国
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
方
地
域
に
限
ら
ず
、
美
和
・
緒
川
・

御
前
山
地
域
も
紙
漉
き
が
盛
ん
で
し
た
。

物
置
や
納
屋
を
見
回
し
て
み
て
、
こ
こ
に

紹
介
し
た
道
具
が
目
に
付
い
た
ら
、
ぜ
ひ

資
料
館
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館�
　
�
１
４
５
０

５２

紙を裁断する用具

紙を漉く時に使用する用具
フネ　   マンガ　   タガ（ケタ）
ス　   テフロ　   ウス　   キネ
テッキネ　   オケ　   テオケ
コシブクロ　   ネリスリバチ
スリコギ　   紙床の台　   ジョウギ
紙床の敷物　   紙の間に挟む草の茎　

18 19 20

21 22 23 24

25 26 27
28 29

30 3231

33

湿紙を脱水する用具
キリン35

紙の乾燥に使用する用具
カミイタ　   ハケ（シュロバケ）36 37

34

※ウス、キネ、テオケなどの日常生活
用具は、調査によって紙漉きに用い
られたもののみ該当します。

38 39

40 41
カミキリダイ　   ジョウギバン（カタイタ）
カミキリホウチョウ　   トイシ

18

18
18

19

19

20

20

21

21

22

22

23

24

25

26

26

27

27

28

28

29

30

31

31

32

32

33

33

34

35

36

37

38

39 40

41

31
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調
査
・
収
集
活
動
に

ひ
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い



広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号１２

兼 第 1回 みんなで楽しくグリーンウォーキング
2月16日
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�������������������
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▲和気あいあいと
　グリーンウォーキング

▲平成２５年１月の箱根駅伝
に出場した日本大学のガ
ンドゥ・ベンジャミンさん

▲アテネパラリンピック男子マラ
ソン金メダリストの高橋勇市さ
んと伴走の大崎栄さん

▲アテネオリンピック金メダリストの野口みずきさん。一緒に走
りながら参加者を応援してくれました

▲ロンドンオリンピック２０km競歩日本代
表の川�真裕美さんと一緒に ▲小瀬高等学校の吹奏楽部 ▲抽選会

▲▲女性団体の皆さんが作ったけんちん汁。
　　身も心もぽかぽかになりました

▲絶妙なトークで
抽選会を盛り上
げる司会者の方
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特定健康診査を毎年受けましょう特定健康診査を毎年受けましょう特定健康診査を毎年受けましょう

　継続受診者と初回受診者を比較してみると、初回受診者に受診勧奨値の人の割合が多いことがわかります。特
定健診を受けて初めて自分の体の状態を知ることができます。「自覚症状がないから大丈夫」と思わずに、年に１
回は必ず特定健診を受診しましょう。
　特に、４０歳以上の方で特定健診を受診したことのない方は、今年は必ず受診しましょう。
＊平成２５年度の特定健診は６月から始まりますので、対象者には個別にお知らせします。

��������	
�������	�����������������������

38.7％52.9％

8.4％

１次予防

２次予防

３次予防

　平成２３年度の特定健康診査（以下「特定健診」）の結果にお
いて血管変化の予防の視点から見ると、１次予防はすべての特
定健診項目が正常な人で、わずか４０８人（８．４％）です。２次予
防は１，８９１人（３８．７％）、３次予防は特定健診項目のうち１つで
も受診勧奨値（治療が必要と判断される値）以上の項目がある
人で、２，５８７人（５２．９％）です。
　特定健診受診後に、受診者全員を対象に「特定健診結果説明
会」を開催して、「自分が今どの段階にいるのか」確認ができ
るようにしていますが、参加率は１９．０％でした。
＊１次予防…生活習慣病の発症を予防する段階
＊２次予防…早期発見、早期治療することで動脈硬化を予防する段階
＊３次予防…生活習慣病の発症後、脳・心臓・腎臓の血管変化の重症化を

防ぐ段階

平成23年度特定健康診査の結果　受診者数4,886人

8.2％ 7.2％

4.8％

0.8％

10.0％
8.0％
6.0％
4.0％
2.0％
0.0％

LDL
コレス

テ

ロー
ル 血糖 血圧 中性

脂肪

　特定健診項目別の受診勧奨値と判定された人の
割合は、LDLコレステロール、血糖、血圧の項目
順に多くなっています。
　この中には直ちに血圧の治療が必要となる重症
高血圧（血圧１８０／１１０mmHg以上）や、高血糖と
高血圧など２つ以上の危険因子を有している人も
いました。

平成23年度特定健診項目別の受診勧奨値の割合

初回受診者
割合（％）

継続受診者
割合（％）割合（％）人数（人）基準値項　　　　　　　目

２．３０．６０．８３９４００以上中性脂肪（mg/dl）

１２．３６．４７．１２８２１２６以上空腹時血糖（mg/dl）
血糖

８．０３．７４．２２０６６．５以上HbA1c（％）

６．３３．６４．０１９４１６０以上収縮期
血圧（mmHg）

４．２１．７２．０９８１００以上拡張期

１０．５７．８８．２３９９１６０以上LDLコレステロール（mg/dl）

＊血圧が１６０／１００mmHg以上は中等症高血圧となります。

＜受診勧奨値のうち各学会のガイドラインによる受診勧奨対象者の割合＞
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常
陸
大
宮
地
域
に
は

様
々
な
地
質
時
代
の

様
々
な
岩
石
が
あ
り
、

太
古
か
ら
道
具
や
石
材

と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
何
か
特
別

な
こ
と
が
な
い
限
り
、

そ
れ
ら
の
石
や
岩
の
価

値
、
恩
恵
に
『
思
い
を

巡
ら
す
』
こ
と
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
久
慈
川
流
域
の
川

砂
利
と
砕
石
を
例
に
、

市
内
で
は
一
般
的
と
思
わ
れ
て
い
る
、
石

や
岩
の
価
値
と
重
要
性
を
、大
地
の
地
質
、

採
掘
（
採
取
）
の
歴
史
と
変
遷
、
そ
の
利

用
と
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

常
陸
大
宮
市
北
部
に
隣
接
す
る
大
子
町

西
金
付
近
か
ら
市
内
盛
金
を
経
て
舟
生
・

西
野
内
に
至
る
久
慈
川
流
域
に
は
、
中
生

代
ジ
ュ
ラ
紀
（
一
億
五
千
万
年
以
上
前
）

の
海
底
で
堆
積
し
た
八
溝
層
群
が
分
布
し

て
い
ま
す
。
八
溝
層
群
は 
泥  
岩 
（ 
頁  
岩 
・

で
い 
が
ん 

け
つ 
が
ん

 
粘  
板  
岩 
）、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、 
砂  
岩 
、

ね
ん 
ば
ん 
が
ん 

さ 
が
ん

チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
地
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。
一
部
に
は
、
金
鉱
床
に
大
き
く
関
与

し
た
マ
グ
マ
起
源
の 
花  
崗  
岩 
、 
閃 

か 
こ
う 
が
ん 

せ
ん 
緑 

り
ょ
く 
岩 
、

が
ん

�
 
�
 
岩 
・ 
斑  
岩 
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

が
ん 

は
ん 
が
ん

ひ
ん

ま
た
、
久
慈
川
の
河
原
や
川
底
の 
礫 
（
川

れ
き

砂
利
・
小
石
）
や
、
昔
の
久
慈
川
が
堆
積

さ
せ
た 
段 だん 
丘 

き
ゅ
う 
礫  
層 
の
礫
の
多
く
も
、
八
溝

れ
き 
そ
う

層
群
が
起
源（
故
郷
）と
な
る
岩
石
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

　

久
慈
川
の
河
原
や
川
底
に
は
礫
（
川
砂

利
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
開
通
の
水
郡
線
の
工
事
で
は
、
そ

の
川
砂
利
が
大
量
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
川

か
ら
工
事
現
場
ま
で
「
背
負
い
桶
」
で
運

び
、そ
の
値
段
は
六
〇 
㎏
当
た
り
五
銭
で
、

地
元
で
は
貴
重
な
現
金
収
入
と
な
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
下
小
川
地
区
で
は
組
合

を
結
成
し
て
川
砂
利
の
採
取
を
行
い
ま
し

た
。
採
取
さ
れ
た
川
砂
利
は
鉄
道
で
輸
送

さ
れ
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
戦
後
の
東
京

の
復
興
工
事
に
大
き
く
貢
献
し
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
川
砂
利
の
採
取
が
禁
止
さ

れ
、
現
在
で
は
水
田
な
ど
の
地
下
に
分
布

す
る
、
昔
の
久
慈
川
が
運
ん
だ
川
砂
利
が

採
取
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�

　

常
陸
大
宮
地
域
に
は
、
昭
和
四
十
二
年

創
業
の
第
一
砕
石
（
株
）
所
有
の
盛
金
の

砕
石
場
と
、
川
砂
利
採
取
事
業
か
ら
昭
和

四
十
四
年
に
砕
石
事
業
に
参
入
し
た
丸
山

物
産
（
株
）
所
有
の
西
野
内
の
砕
石
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
砕
石
の
利
用
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
首
都
高
速
道
路
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
昭
和
三
十
九
年
）、

鹿
島
開
発
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
開
発
な

ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
採
取
さ
れ
た
砕
石
は
工
事
現

場
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
工
場
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
場
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

次
製
品
工
場
へ
送
り
出
さ
れ
、「
茨
城
県

長
期
総
合
計
画
整
備
」の
公
共
事
業
資
材
と

し
て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

久
慈
川
流
域
に
は
常
陸
大
宮
の
他
に
、昭

和
十
六
年
の
開
業
で
昭
和
二
十
一
年
よ
り

関
東
商
工
（
株
）
の
経
営
と
な
っ
た
大
子
町

西
金
の
砕
石
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

の
砕
石
は
鉄
道
の
道
床
（
線
路
の
敷
石
）
用

と
し
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

常
陸
大
宮
の
ほ
と
ん
ど
の
地
盤
を
支
え

る
八
溝
層
群
の
地
層
や
岩
石
は
金
・
砂
利
・

砕
石
な
ど
の
地
下
資
源
を
生
み
だ
し
、
地

域
の
歴
史
と
経
済
も
支
え
続
け
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
『
た
か
が
石
、
さ
れ
ど
石
』
で

す
。
一
時
足
を
止
め
て
、周
り
の
石
や
岩
を

眺
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

小
野
瀬
金
治
・
神
長
政
雄
・
菊
池
和
博
・

細
貝
虎
雄
各
氏
の
情
報
や
茨
城
県
砕
石
事

業
組
合
発
行
「
砕
石
」
を
参
考
に
作
成
し

ま
し
た
。

※�
自
然
史
科
学
研
究
所　

菊
池
芳
文
氏

よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
���
���
��
��
���
�

か
わ 
じ
ゃ 
り 

さ
い 
せ
き

○
広
報
常
陸
大
宮
二
月
号
の
ふ
る
さ
と

見
て
歩
き
（
十
五
ペ
ー
ジ
）
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た

　

・
二
段　

十
七
行
目

　
　

誤 
藤　

原　

正 
菅　

原

　

・
四
段　

二
十
二
行
目

　
　

誤 
栃
木
県　

正 
福
島
県

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▲線路や道路周辺には久慈川から運ばれたと思われる礫（玉石や玉
砂利）が多数あります（大正１４年の水郡線西金駅近傍の写真、小
野瀬金治氏所蔵）

▲丸山物産（株）西ノ内採石場の眺望
　（採石場頂上から）
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地震から身を守る10カ条

　東日本大震災から２年の月日が過ぎました。皆さんの周りも震災前の生活に戻り、あの日の記憶
がだんだん薄れてきてはいませんか。今日を契機にご家族で防災会議をしてみませんか。また発生
するかもしれない大地震に備えて、ご家族や地域で再確認をしましょう。
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　けがをしたら火の始末
や避難行動に支障が生じ
ます。家具の転倒・移動
防止対策をしましょう。

�������	

　普段から習慣付けておく
ことが大切です。火元付近
に燃えやすい物は置かない
ようにしましょう。

�������	�
�

　特にマンションなどの
中高層住宅では出口の確
保が重要です。逃げ口を
失うと避難ができなくな
ります。

�������	
�

　もし火災が発生しても
天井に燃え移る前なら慌
てずに初期消火しましょ
う。消火器を普段から備
えておきましょう。

�������	
��

　慌てず落ちついて行動
しましょう。逃げる時は
瓦やガラス、看板などの
落下に注意しましょう。

�������	
��������

　屋外にいたら公園や空き
地などに避難しましょう。
落下物やブロック塀の倒壊
の危険がある場所には近寄
らないようにしましょう。

���������	
�

　居住地の自然環境をよ
く知っておくことが、二
次災害防止につながりま
す。

�������

　避難先までは複数の経路が必要です。
　また、むやみに避難
せず、自主防災組織な
どの指示でまとまって
行動しましょう。

�������	
��

　多数の負傷者が出れば病院などでの手当て
にも限界があります。
地域ぐるみでの応急救
護の体制づくりが大切
です。

�������	


　ラジオや市町村、自
主防災組織などから正
しい情報をつかみ、的
確な行動をしましょ
う。



V
o l . 5

常陸大宮市第
1号の青年

海外協力隊員
として活動

中の石塚幹子
さんからお

便りが届きま
した Hola! 

Hola! 
Hola! 

コスタリカ共和国の言語はスペイン語。Hola は｢こんにちは｣の意味です。
オ  ラ

オ  ラ

広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号１６

アメリカ

メキシコ

ブラジル

コスタリカ共和国

　

常
陸
大
宮
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
そ

ち
ら
は
桜
の
花
が
間
も
な
く
咲
く
頃
で

し
ょ
う
か
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
南
国
フ

ル
ー
ツ
の
時
期
が
到
来
し
、
町
の
至
る
所

に
マ
ン
ゴ
ー
、
パ
パ
イ
ヤ
、
グ
ア
バ
等
が

実
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
家
庭
で
有
機
栽
培
を
し
て
い

る
女
性
、
フ
ェ
リ
パ
さ
ん
（
現
在　

歳
）

５０

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

彼
女
に
は
、
旦
那
さ
ん
と
５
人
の
子
ど

も
、
６
人
の
孫
が
い
ま
す
。
子
ど
も
は
既

に
成
人
し
、
家
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
、
結
婚
を
し
た
ら

子
ど
も
は
全
員
、
家
を
出
る
の
が
一
般
的

だ
そ
う
で
す
。

　

彼
女
の
一
日
の
始
ま
り
は
早
く
、
毎
朝

５
時
に
起
床
し
、
コ
ー
ヒ
ー
と
簡
単
な
パ

ン
や
菓
子
を
飲
食
後
、
鳥
、
豚
や
牛
の
世

話
を
し
ま
す
。
動
物
た
ち
は
朝
早
く
か
ら

に
ぎ
や
か
に
鳴
き
始
め
ま
す
。（
私
も
来

た
当
初
は
そ
の
に
ぎ
や
か
さ
に
驚
い
た
も

の
で
し
た
）
９
時
頃
に
朝
食
（
米
と
豆
の

料
理
）
を
取
り
、
掃
除
や
洗
濯
、
畑
作
業
、

ボ
カ
シ
肥
作
り
、
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
で
き
た
お
菓
子
や
パ

ン
作
り
な
ど
で
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

　

旦
那
さ
ん
は
、
今
の
時
期
は
豆
畑
で
働

い
て
い
ま
す
。
日
中
は
焼
け
付
く
よ
う
な

暑
さ
で
、
畑
仕
事
は
本
当
に
大
変
で
す
。

お
昼
や
夕
飯
も
米
と
豆
が
基
本
で
す
が
、

庭
で
採
れ
た
野
菜
や
ス
ー
プ
、
手
作
り

チ
ー
ズ
な
ど
を
食
べ
ま
す
。
夕
方
に
は
、

息
苦
し
い
程
の
暑
さ
も
徐
々
に
お
さ
ま

り
、
だ
い
た
い
夜
の
８
時
か
９
時
に
寝
ま

す
。
そ
の
頃
に
は
も
う
満
天
の
星
空
が
村

を
覆
っ
て
い
て
、
涼
し
げ
な
虫
の
鳴
き
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
パ
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

植
物
を
育
て
る
の
が
好
き
で
し
た
。
虫
や

鳥
に
作
物
を
食
い
荒
ら
さ
れ
る
、
土
が
悪

く
元
気
に
育
た
な
い
こ
と
な
ど
を
経
験

し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
栽
培

し
て
き
ま
し
た
。
常
に
植
物
の
状
態
を
観

察
し
、
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
、
答
え

を
自
分
で
見
つ
け
て
き
ま
し
た
。
彼
女

は
、「
栽
培
が
好
き
な
ら
庭
が
小
さ
く
て

も
何
で
も
育
て
ら
れ
る
」、「
農
薬
で
健
康

を
害
し
た
人
が
い
て
、
そ
の
怖
さ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
有
機
栽
培
を
す
る
」
と
言
い

ま
す
。
５
年
程
前
か
ら
有
機
栽
培
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
、
週
に
１
回
、
町
の
中
心
地

へ
出
向
い
て
、
家
で
採
れ
た
有
機
野
菜
や

手
作
り
の
お
菓
子
な
ど
を
フ
ェ
リ
ア
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
彼
女
の
目
標
は
、
今
の

フ
ェ
リ
ア
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
て
有
機

野
菜
を
広
め
る
こ
と
。
彼
女
の
栽
培
す
る

野
菜
は
、
質
も
良
く
価
格
も
良
心
的
。
で

す
が
、
町
の
人
は
農
薬
で
育
っ
た
物
を
食

べ
て
き
て
今
ま
で
何
と
も
な
い
の
で
、
安

い
方
が
い
い
と
考
え
る
人
が
多
く
、
彼
女

の
野
菜
は
あ
ま
り
売
れ
ま
せ
ん
。「
そ
れ

は
そ
の
人
の
考
え
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

少
し
寂
し
げ
に
彼
女
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
町
で
、
彼
女
の
よ
う
に
多
種
多
様

な
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い

ま
せ
ん
の
で
、
私
自
身
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
菜
園
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
頼
れ
る
存
在
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
は
彼
女
の
家
に
学
校
の
生

徒
を
呼
ん
で
、
ボ
カ
シ
肥
作
り
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。

　

今
年
も
コ
ス
タ
リ
カ
で
頑
張
り
ま
す
の
で

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

� � �

▲フェリパさんの畑。パイナップ
ル、落花生、かぼちゃなど

▲フェリパさん

▲このかまどで、お菓子やパン
を焼きます

�

▲トウモロコシとチーズで作る「ロスキー
ジャ」というドーナツのような菓子。有機
トウモロコシ、手作りチーズを使用

�

▲週１回、町の中心地で行われるフェリ
ア（市場のこと）

�

▲採れたての有機ミニトマト
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大切な飼い犬を迷子にさせないために！大切な飼い犬を迷子にさせないために！
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御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉離弁花　ツツジ科　ツツジ属
花期４～５月

ヒカゲツツジ
ヒカゲツツジ
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　２月２３日、男女共同参画講座「家庭における介
護教室」が開催されました。これは、市男女共同
参画推進会議が主催したもので、在宅での介護が
身近なものになってきている今日、男性も女性も
誰もが知っておきたい介護の基礎的な知識と実技
を学ぶために実施されました。
　参加者たちは、体の移動介助や衣服の交換方法、
車椅子の取り扱いなど、実際に体験しながら学び、
介護について理解を深めている様子でした。

������

　２月１日、市文化センター大ホール再開記念

として開催された「山本譲二ショー」。実はこの

日は山本さんの誕生日でもあり、驚かせようと

内緒でバースデーケーキを用意していました。

　突然ケーキと一緒に現れたひたまるに、山本

さんは驚きながらもとても喜んでくれました。

　楽しいステージをありがとうございました。

▲高齢者疑似体験

　深山渓側の日陰のがけに生え、高さが１～２
mの常緑低木です。茎はよく枝分かれし横には
う性質があり、葉は互生し枝の先に集まります。
先が５つに裂けた直径３～４cmの淡い黄色の
花を２～５個咲かせます。
　関東地方以西の本州、四国、九州に分布し、
本県では県北・県央地域に生育します。
　伐採等による生育環境の悪化や乱獲により、
個体数が激減していて、絶滅危惧植物に指定さ
れています。
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▲ろうそくの火を吹き消す山本さん


